








茗溪学園中学校 令和６年度教育課程表 
 
 

標標準準 本本校校 標標準準 本本校校 標標準準 本本校校

140 140 140 140 105 175

歴史 70 70 35

地理 70 70 0

公民 0 0 105

140 175 105 175 140 175

105 140 140 140 140 140

音楽 45 70 35 70 35 0※

美術 45 70 35 70 35 0※

105 105 105 105 105 105

70 70 70 70 35 ７０

140 175 140 175 140 210

35 35 35 35 35 35

50 70 70 70 70 70

35 35 35 35 35 35

選択教科 芸術 0 0 70※

1015 1225 1015 1225 1015 1225

【備考】

３年次の選択教科・芸術は音楽、美術、書道のいずれかを選択。

書道の選択については中高一貫教育校の教育課程に関する特例を適用。

特別活動

計

芸術

保健体育

技術家庭

英語

道徳

総合

理科

学学年年 １１ ２２ ３３

授授業業時時数数

国語

社会 105 105 140

数学
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質問A 
 
先生方が中等教育に期待する「科目横断的な学び」とはどのような学びか、また、そのような学びを期待する理由は何か 

記述してください。可能な範囲で具体的なテーマや手法なども記述してください。 
(前述した内容ですと、理数系科目・英語の横断が多数ですが、文系科目も含めたすべての科目間での「科目横断的な 
学び」を想定していただいても問題ありません。) 

 

資料２ SSH運営指導委員会の記録 
 
茗溪学園スーパーサイエンスハイスクール 運営指導委員会名簿（敬称略） 
山科 直子（筑波大学広報室教授）  
根津 朋実（早稲田大学教育・総合科学学術院 教授） 
古市 吉洋（広島県立広島叡智学園中学校・高等学校 主幹教諭）  
髙橋 安大（つくば市 政策イノベーション部 部長） 
 
第１回運営指導委員会 
令和７年2月12日（水）書面開催 
指導・助言を行った運営指導委員：山科委員 根津委員  古市委員 

 
 第Ⅲ期SSHの研究開発課題の 1 つの柱として、「(Ⅱ) 理数系科目の総合科目『自然科学』の開発・実践と普及」を掲げてい 
る。具体的には、高校 2 年次に「自然科学 I」、高校 3 年次に「自然科学 II」を学校設定科目として設置し、その開発と実践 
を通して、次の目的を達成することを目指している。 
 

【目的】 
高等教育以上において、 特定の分野では解決しきれない課題を、理数系分野の理解を総合したり、活用したりすることに 
より解決することができる力を持つ人材を育成する。 

 
これまでは、アカデミアクラス(https://www.meikei.ac.jp/traits/academia-class)の授業を担当する各科目の教員が連携 

し、アカデミックプログラム・茗溪オープン・公開シンポジウムを実施する中で、例えば、次のような「科目横断的な学び」を
取り扱ってきた。 

(a) ダーウィンの進化論とキリスト教徒の関係性について述べた英文を読解【英語✕生物】 
(b) 古代ギリシャ幾何学の有名問題について解説した英文を読解【英語✕数学×歴史】 
(c) アルフワーリズミーによる方程式の起源となる考え方について解説した英文を読解【英語✕数学×歴史】 
(d) 遺伝の法則と二項定理との関係性【生物✕数学】 
(e) 副虹という現象の理由を説明する【物理✕数学】 
(f) 物体の斜方投射の問題を、2 次関数のグラフの理解を利用して解決する【物理✕数学】 

 
また、今後は、例えば、次のような学びを行うことを想定している。 

(g) 微分方程式の理解を基礎に、力学の諸公式を導く【物理✕数学】 
(h)「エネルギーとは何か?」という問いについて、物理・化学・生物・地学それぞれの文脈から回答する 
【物理✕化学✕生物✕地学】 
 

以上(a)~(h)のような学びを実施することの「よさ」を、現時点で、本校では以下のように想定している。 
 
ある科目の理解が、他の科目の理解を適用することで、より深まること。 
この経験により、より多くの科目を学ぶ意義と価値を実感すること。 

 
 
ここまでの内容をふまえた上で、運営指導委員の先生方には、次の質問 A に対してご回答いただいた。 
 

 

－ 74 －



運営指導委員からの回答を次に示す。整理された内容は、学内ネットワークを用いて令和7年2月12日に教職員全員で共有
した。 
 
筑波大学 教授 山科直子先生 
取り組み事例を拝見して、とても高度な内容を扱っているのに驚きました。私の「科目横断」のイメージはもっと素朴で、「現

実の世界は科目に分かれていないことを意識する」ということです。学校で学んだことがそのまま社会に出て役立つわけではな
いということもありますが、高等教育では、科目（分野）の分け方・考え方は中等教育とは大きく異なり、複合的になりますし、
範囲も広がるので、高等教育への接続という点でも、そのことを意識しておくことは重要だと思います。 
科目ベースで考えるのであれば、ある発明や発見についての学術的な理解と同時に、その当時の歴史や文化・社会的な背景も

含めてその意義を考える、とか、古文書にある天変地異の記述を読み解いて、現在の自然災害や天文イベントとの関連を見つけ
る、などがあると思います。また逆に、社会で起こっていることがどの科目に関連しているのか、ブレークダウンしてみるとい
うようなアプローチもあるように思います。例えば、セグウェイや3D テレビなど、技術的には優れているのに実用化（普及・
定着）がうまくいかなかった事例を分析してみたり、現状の AI の活用状況を踏まえて、これからの AI 活用のルールとしてど
のような視点（分野）を考慮する必要があるかを議論する、などが考えられると思います。 
一方、英語については、ちょっと厄介というか、今となってはAIがかなりの精度で翻訳してくれるので、どこまで学ぶ必要

があるのか考えてしまいます。もちろん英語が使えることは大事ですし、文学などは、原語で読む意味があると思いますが、例
えば物理や数学の法則について、母語でなら適切に理解できることを、敢えて（十分に理解できないかもしれない）外国語で学
ぶことが、生徒たちにとってどんな意義があるのかを明確に示すことが必要だと思います。（すでに行われているかとは思いま
すが。） 
 
早稲田大学教育・総合科学学術院 教授 根津 朋実 先生 
まず、「科目」は高等学校からの用語ですので、高等学校と想定します（ただし、中学校で「科目」をあえて採用するのも、 
他校にはない着想となりえます。高校の教科科目の枠組みをそのまま中学校で、というスタイルは中高一貫校で普及していま 
すが、法規・制度上の根拠や裏付けは何もないはずです）。次に、「科目横断的」となりますと、科目に含まれない課題や 
内容を扱うのが難しくなります。頂戴した資料やHPからは、教科や科目から出発してそれらを組み合わせる、という方法論 
を採用されたように読めました。近年の「探究」等では逆で、どう解いたらいいかわからない問いに各教科科目等から迫る、 
という方法論です。頂戴した資料では(h)が近いですが、他教科・他科目や他領域からのアプローチも、一考に値するはずです。 
この点、「探究」や「教科等横断的」といった、現行学習指導要領のキーワードが想起されるところです。 
質問Bとも通じますが、貴校の実践のご説明もさることながら、SSH含め他校の先行事例の収集・分析が鍵となるでしょう。 
 
広島県立広島叡智学園中学校・高等学校 主幹教諭 古市 吉洋 先生 
私が、MYP校に務めてきて、中高生に期待する「科目横断的な学び」（MYPでは Interdisciplinary Unit；IDUと言う）とは、

次のようなものをイメージしている。 
〇多くの中高生は、科目横断的に知識やスキルを自然と転移させることは難しい。 
〇そのため、カリキュラムの中で、知識やスキルを意図的に転移させる場面を設けることが望ましい。 
〇一方で、「総合的な学習の時間」や「総合的な探究の時間」に行うプロジェクトでは、生徒がどのように知識やスキルを転 
移させているかに気付きにくい。 

〇その点で、例にあげられていたような科目横断的な単元の学びを行うことは有意義であると考える。 
〇その中で大切なことは、その優位さと、限界について議論させること。 
〇すなわち、「１つの科目で課題にアプローチすることの限界は何か（＝科目横断的な視点で課題にアプローチすることの良 
さは何か）」と、「科目横断的なアプローチの限界は何か」について議論させるべきであると考える。 

〇MYPの IDUでは、目標＝評価のフレームワークの中で、そのようなことを考えさせるようになっている。 
〇御校で行っている科目横断的な単元は非常にアカデミックで、レベルが高いと思う。 
〇一方で、上述のように生徒にとっては「知識やスキルを転移させる練習」が必要であるという立場に立つと、もう少し取り 
組みやすいものを含めてもいいのかもしれない。 

〇例えば、本校で昨年度まで行っていたものの中には、「数学の敷き詰め図を用いて、ラッピング用紙を作成する（数学×芸 
術、中１）」や「災害時の本校生徒の避難所（高台にある廃校になった小学校の体育館）の使用方法に関するデザイン（デ 
ザイン（技術分野）×社会科）」のようなものもあった。 

〇御校の場合には、中高一貫教育校であるため、上記のようなハンズオンのものも含め、段階的に取り扱っていくとよいので 
はないかと考える。 
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【哲学対話】 

ある概念・言葉(以下○○と記す。)に対して、「〇〇とは何か?」、「○○のよさ・価値は何か?」という問いをたてて、 
小グループで議論することを通じて、グループとしての回答を作成する。 
その過程では、以下の点に留意して進める。 

 
(留意点) 

①「客観的事実=正解」が存在することは前提とせず、かつ「人それぞれの答えがある」だけとする相対主義的な 
立場にたつのではなく、「誰もが納得できる解」を目指すこと。 

②一人一人が、自身のこれまでの具体的な経験に基づいて、問いに対する自分の考えを伝えあう。 
③そう考える根拠などを聞き合うなど、それぞれの考えをよく分析して、グループ内で出た複数の回答の共通点や、 
実は異なっている点などを整理していくことで、〇〇の本質を発見する。 

つくば市 政策イノベーション部 部長 髙橋 安大様 
中等教育において期待される「科目横断的な学び」とは、特定の教科の枠を超えて複数の分野を関連付け、知識やスキルを総

合的に活用することで、新しい視点や深い理解を育む学びと考えます。 
また、このような学びを期待する理由としては2点あげられるかと思います。 
1. 「複合的な課題解決力の育成」 
現代社会が抱える多様な課題は、単一の分野の知識や視点では解決が難しい場合が多くあります。例えば、環境問題や医療技

術の進化においては、単に科学技術の発展の側面だけでなく倫理的・経済的な視点も重要になりますし、新製品を社会に実装し
ていくに当たってはこれまでに存在していなかった種々の法令をむしろ創造していく必要もあります。  

2. 「社会における実践力の習得」   
研究者や起業家、企業労働者、行政職員を含め、社会での労働を考えると、実社会では理系・文系といった分類は意味を成し

ません。例えば、研究者が研究成果を社会実装する際には、プレゼン力や企画力、経済的な視点が求められますし、行政政策を
実施するためには根拠となるデータが必要です。「文系だから」「理系だから」といった言葉は言い訳にしかなりません。 
以上のような理由を踏まえて、具体的なテーマと実施手法しては、つくば市ならではの研究学園都市の強みを生かし、地域の

研究者と連携したプロジェクト型学習(PBL)が考えられます。この手法は生徒が現実世界の課題に取り組む形、例えば、研究者
や企業と協力し、データ収集から課題解決、提言発信まで行うスタイルでつくば市教育局の教科横断型プロジェクト「つくばス
タイル科」でも実施されています。現実世界の課題をターゲットにすることで解決するべきゴールが明確化され取り組みやすく
なるだけでなく、教科書で学ぶことがどのように実社会と結びついているかを生徒が実感することで、通常の授業に対する取り
組み方にも好影響を与えるものと考えます。可能であれば、ゴールとして設定する現実世界の課題さえも生徒が考えることで、
より深い学びにつながるのではないでしょうか。 
題材としては、KEKのミュー粒子技術を用いた考古学的な研究【物理×歴史】が参考になるかもしれません。また未来志向の

探究活動として、「エネルギー問題解決のための総合的アプローチ」【物理×化学×倫理】や、「AIの倫理的課題」【情報×倫理×
社会】などは良いテーマかもしれません。 
研究者との連携についてはつくば市の体験型科学教育事業「つくばSTEAMコンパス」のノウハウもあるのでご相談ください。 
第 III期研究開発課題として、「(I)「探究心」と「探究力」 を育てる中高一貫探究プログラム」を掲げている。また、この探

究プログラムで重視したい点の 1 つとして、「生徒および教員が、ある特定の専門分野の人物のみに限らず、多様な人物と論
理的かつ批判的な対話をする機会を積極的に持つことで、複合的な課題の解決に接近する方法を学べるものであること。」を挙
げている。 
そこで、「多様な人物と論理的かつ批判的な対話をする」土壌づくりとして、次のような「哲学対話」の取り組みを中学の段

階から実施することを考えている。この哲学対話の内容は、フッサール現象学の「本質観取」という行為を参考にしたものであ
る。 

 
ここまでの内容をふまえた上で、運営指導委員の先生方には、次の質問 B に対してご回答いただいた。 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
質問B 

  
先生方が、「多様な人物と論理的かつ批判的な対話をする」土壌づくりとして中学生または高校生の早いうちに取り組むと 

よいと考えることを記述してください。また、そのように考える理由も記述してください。 
その際は、前述した質問教室に対する修正案などをコメントしていただいても問題ありません。 
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筑波大学 教授 山科直子先生 
対話のための土壌というのは、どれだけ自分の引き出しがたくさんあるか、つまり、自分と異なる人や状況、考え方を許容・

理解できるか、に尽きると思います。論理的・批判的というのはスキルなので、練習によってある程度は身につけられますが、
多様な人物との対話、というのが難しいところです。「論破」のようなことが注目される中で、相手も自分と同じように論理的・
批判的な態度で接してくれるかはわかりません。 
中高一貫校では、世代はもちろん、学力も生活環境も（もしかすると考え方も）比較的均質な人たちと６年間過ごすので、日

常の学校生活で多様性に触れ、批判的な対話をすることは簡単ではないと思います。教員や保護者によって用意された擬似的な
体験や議論をしても、社会全体の中ではそれが多様性の一つになるとはいえ、みんなで同じ体験をするのでは、やはり均質なま
まなので、深く考えずに、いわゆる「ポリコレ」的な正解を探したり、ことさらに極論に走ろうとしてしまうのではないかと危
惧します。少なくとも、対話の際に、クラスや学年をシャッフルしたグループ構成などの工夫があるとよいと思います。 
では、引き出しを増やすために何ができるのかというと、極めて月並みですが、たくさんの本や映画や音楽や美術に触れるこ

とだと思います。新聞や雑誌を隅々まで読んだり、いろいろなコミュニティが実施している交流イベントや社会活動に参加して
みるのも一案ではないでしょうか。さらに、「一人で冒険する」こと、武者修行的なことができればもっとよいと思います。安
全面での心配もあるでしょうが、冒険といっても、近所の散歩から未開の地までいろいろあります。可能な限り、いつもの慣れ
た場所を離れ、フィルターバブルの外に出て、自分だけの、アナログな体験をたくさんすることが大切だと思います。同じ体験
でも、タイミングや状況によって捉え方が変わったりもするので、将来、自分を振り返る土台にもなると思います。 
 
 
早稲田大学教育・総合科学学術院 教授 根津 朋実 先生 
塾や学校教員以外の「赤の他人」と話し合う、です。関連して、「聞き書き」という実践もあります。 
  https://www.kikigaki.net 
中高生のリアルな世界（SNS などを除く）は限定的で、拡げる必要があります。できれば外国の人がいいですし、大学生で

はない大人がベストですが、外国の人でしたら、同年代や大学生もアリでしょう。 
 
あと、「質問教室」の方が面白いです。哲学対話と本質観取は、記事名からみて、苫野先生の記事を参考にされたかと思料し

ます。 
  https://cir.nii.ac.jp/crid/152058162745848908 
 
哲学対話自体、ここ 20年ほどで P4C（Philosophy for Children）の流れもあり、日本でも研究開発学校等で実践の類例が

あります、お茶大附属小の「てつがく」が知られています。 
 https://curriculumdb.mext.go.jp/bc/kk/ 
 
これまで、貴校で哲学対話を実践されてきたという認識が薄く、SSH との関係でどう導入されるか、まだよく理解できてい

ません。まずは既存の実践事例の収集と分析、専門家（得居千照先生でしたら、連絡がつくと思います）からの意見聴取が必須
でしょう。 
 
 
広島県立広島叡智学園中学校・高等学校 主幹教諭 古市 吉洋 先生 
私が、御校と同様に中高一貫教育校に務め、その６年間の教育を見ていると、質問 B に示されているような「多様な人物と

論理的かつ批判的な対話をする」土壌づくりとして必要な中学生または高校生の早いうちに取り組むとよいと考えるものは次 
のようなものです。 
〇 御校の場合には、昨年訪問させていただいた際に拝見した「課題研究」で専門家の方に生徒さんが自身でアポを取り、そこ 
でフィードバックを得ながら課題研究を進められていた場面が印象的であった。 

〇あのような場面は必要不可欠であり、また、その場面をイメージしながら、そこに向けた逆向き設計での教育活動の計画・運 
用は必要不可欠であると考える。 

〇そのようなことを考える上で、私が特に大切だと思うことは、中学校の早い段階からできるだけ専門家に会わせて、専門家か 
らのプレゼンテーションだけでなく、小規模な人数での質疑をさせることである。 

〇そのような場面でしっかりと失敗させて（生徒は、なんか自分の質問は的外れだったなと感じると思います）、その中で良い 
問いとはどのようなものかについて考え、感じさせるとよいと思う。 

〇もちろん、その際に問いに対する教員のフィードバックも欠かせない。 
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つくば市 政策イノベーション部 部長 髙橋 安大様 
中学生または高校生の段階で「多様な人物と論理的かつ批判的な対話をする」土壌づくりに関連して、最近特に気になってい

ることは、若い世代にSNSが浸透したこともあり、いかに「炎上」しないかが重要な懸案事項になっていないかという点です。
自分の考えを他者に伝えることよりも、周囲との間で”うまく”やっていくことばかりが重要視されていないかという懸念を持っ
ています。そういった思考の下では、大多数の考えと同じ考えを持つことが善であり、そうでないのは悪であるという発想から、
異なる考えを持つこと自体に否定的となり、多様な人物と出会っても同じような話しかせず、また批判的な対話そのものを嫌悪
するようになるだろうと考えます。 

 
そういった状況を打破するには、まず他者は自らとは異なる意見を持つことが自然であり、異なる意見を持つことそのものは

悪いことではないという大前提を理解してもらうことにあります。生徒同士で話し合うとみんなが「炎上」しないと考える無難
な「正解」を出してしまうので、まずは生徒一人一人が自分の考えを表現するということを実現し、意見がみんなと異なってい
てもいいのだと理解し、安心させる（いわゆる心理的安全性）ことが必要だと考えます。 

 
その上で、場合によっては論理的とはどういうことかを理解しておく必要があるかもしれません。ＡならばＢ、ＢならばＣと

いうそれぞれは理解できても、それらを組み合わせるとＡならばＣと導けるということは、概念としては頭で理解できていても
いざ個別の事柄で論理展開されるとわからなくなってしまう生徒も多いのではないでしょうか。どういう論理展開かを追うに当
たっては、論理展開自体に慣れておく必要があります。国語の授業においても取り扱われているはずですが、「日本語で書かれ
ているのだから理解できるだろう」と軽く扱われ、生徒側も（言語の問題というよりも）論理の問題であると認識できていない
ケースもあるのではないでしょうか。 

 
また、論理的と現実的とをしっかりと区別する必要もあります。論理的とはいわば架空の話をすることにもつながっており、

これからの未来を予測することにもつながります。論理的と現実的との区別がついていなければ、論理が目の前にあることの説
明としての役割の域を出ません。この議論は、抽象と具体の関係としてとらえることもできるかもしれません。 

 
さらに、論理的な思考の結果として、直感や感情に反する答えが出うることを理解させる必要があると考えます。現代はなに

かと感情が優先されがちな社会になっていると思いますが、社会のみんなが感情的に満足することはあり得ず、また、感情が常
に正しいということもあり得ません。したがって、どこかで優先順位をつける必要が出てきたり、感情に抵抗したりしなければ
ならなくなることがあります。その際に論理的な思考は非常に強力な武器となります。感情に流されることは楽なことであり、
また時には必要なことではありますが、重要な時に一時の感情に流されないということは非常に重要なスキルです。 

 
最後に、批判的については、批判することと人格否定や非難は別物であるということを理解する必要がありますが、大人でも

実際は難しいことなので、生徒にとっては高難度だろうと思います。批判と人格否定・非難の区別をつけるのにもっとも重要な
のは、批判の対象となる論点を明確化することだと思います。何の件についていま議論を行っているのかを常に意識することで
余計な人格攻撃などを防ぐということであり、喩えて言うならば、ボクシングはリングの中だけで行い、リング外での暴行は認
めないようなものです。このためには、リングの中と外を区分する、つまり意見を人格から切り離すという作業が必要であるも
のの、意見そのものが人格から生まれてくる側面があるため高等技術であると思います。 
そういった中でも比較的簡単に意見と人格を切り離して議論するスキルを磨けるのがディベートであると考えます。賛成側、

反対側を本人の希望を考慮せずに割り当てることで、意見と人格とを切り離す訓練にもなり、また論理的・批判的な議論の訓練
にもなると考えます。その審判も生徒にやらせて、どちらの方が論理的で説得力があったかを考えさせて勝敗をあえて決めるの
もよいと思います。 

 
また、市で進めているSTEAMコンパス事業においても、研究者等の多様な人物との対話を通じて、論理的・批判的な議論を

する能力を高めることを目的の一つにもしていますので、貴校にてカスタマイズの上ご活用いただくことも一案かと考えます。 
 
ご提示の哲学対話は素晴らしいものであると考えますが、一点留意点があるとすれば、③の過程において論理的・説得的であ

るかどうかではなく声が大きい生徒の意見だけが通ることのないようにするということだと思います。冒頭でもお示ししたよう
に、集団の中でうまくやるようにするという意識の下では、無意識のうちに声の大きい人の意見を論理的・説得的だと認識して
その意見を採用し、極力もめ事（しばしば議論ともめ事の区別がなされません）を起こさないようにしてしまいがちです。した
がって、論理的・批判的な議論と、意見を集約していくプロセスとは完全に分けて考え、前者ができるようになってから後者に
取り組んでもいいのかもしれません。 
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第２回運営指導委員会 
令和7年3月6日（木）13:00～14:30 場所：茗溪学園中学校高等学校 会議室 
出席者 運営指導委員：山科委員 根津委員  
      本校関係者：宮﨑（校長）、柚木（副校長）、磯山（SSH推進委員長）、宍戸（教務部長）、高田（教務副部長） 

小林（理科主任）、角田（数学科教諭）、兒玉（理科教諭）、橘（社会科教諭） 
オブサーバーとして科学技術振興機構主任調査員奥谷雅之氏、本校個人課題研究TAの大学院生・皆川さんが同席した。 

 
当日は個人課題研究発表会を学内で開催しており、委員の先生方には発表会を参観していただいた。委員の先生方からいただ

いた発表会についてのコメントや質疑の様子を以下に示す。 
 
＜山科先生＞ 
・生徒が毎年変わっているが、レベルが上がっているように感じる。 
・時間配分の管理、司会者の役割の強化については改善の余地がある。 
・達成感の感じられる発表であり、「個人課題研究」という点では十分ではないか。 
・学術的に新奇なものを見いだすものではなく、研究の体験ができることが目的である。 
・レイアウトは上手であったが、アニメーションや聴衆を生かした文字の大きさなど、スライドの工夫を求めたい。 
・昨年度を明確に覚えているわけではないが、こなれてきたように感じる。 
 
＜根津先生＞ 
・休憩時間は、現在の5分から15分に延長することを提案する。発表が終わった後に、話す時間が重要であり、そこで学びを 
深めたい。トイレの時間も考えると休憩５分の設定は不十分である。 

・他校の先生からもコメントをいただけるとよい。 
・部屋の照明を消すのか、消さないのかが決まっていなかったようである。 
・プレゼンタイトルに英語タイトルを加えることを考えてみてはどうか。 
・参考文献の記載方法は統一を図るべきである。 
・プレゼンテーションを印刷するのはどうか。聴衆が発表を聴きやすい。 
・発表者が想定する聴衆によってスライドの内容や話し方が変わる。聴衆をどこに設定するのか？ 校内向けの発表会はやはり 
練習試合だろうなという気がする。対外的な発表会では、プロや一般向けにどう発表するかが問われる。プロに向かってそれ 
がどれぐらい通用するのかっていうところの腕試しみたいなところもある。 

・下級生に向けての助言や研究の社会的意義の説明は良かった。下級生は自分の進路との対応をみるだろう。途中でテーマを変
更した経験なども含まれていると良い。何人かの生徒はそのような例を話していた。 

・高校生らしさを維持することが重要である。学術的な研究として落とし込みすぎることで高校生らしさが失われる可能性があ  
 る。 
・各学校の特色や建学の理念を反映させた研究アプローチの確立も期待したい。茗溪の場合は国際性が学校の特徴と言えるか。 
 
＜小林＞大学の先生にご協力いただくと良い結果は得られるが、高校生らしさが失われることのジレンマがある。研究の評価も
難しいと感じている。 
→SSH生徒研究発表会では、必ずしも大学の援助を得たものではないものが受賞している（奥谷氏） 
 高校生の研究に付き合っていて、世界で初めてのものが出てきちゃったら、その成果は誰のものなのかといった知的財産権の
問題が発生する可能性がある（根津先生） 

 
＜JST奥谷氏＞ 
・学年が混ざる機会があるために、上級生を下級生がみる機会が増えており、毎年のレベルアップにつながっている。異なる学
年の生徒同士の交流の機会は積極的に設けてほしい。 

・先行研究について何らかの形で言及すべきである。自分たちの研究がどこまで理解しているか、何を確かめたのかを明確にす
る意味でも必要。 

・研究テーマの設定過程を説明すべきである。先行研究の調査から、どのような経緯でテーマに至ったかを示すとよい。 
・スライドの構成と内容には個人差がある。文字ばかりのスライドを使用する生徒がいる一方で、グラフや写真をうまく使用し
ている生徒もいる。 

・スライドの最後が謝辞で終わるケースが多いが、スライドの最後は参考文献リストが良いのではないか。質疑応答中に、文献 
情報を提示しておくことができる。 

・グラフや写真を用いて説明できる、プレゼンスキルを磨けるとよい。 
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＜磯山＞先行研究のレビューはどの程度まで行うのが適切か。 
→・高校生の目線で取り組んでもよい（根津先生） 
・先行研究で既に解決されている疑問もあるだろう。高校生であれば“再発見する”のもよいと思うが、次の疑問に進むべきだ
とも考える（山科先生） 

・動機と目的の対応がなされていない発表が見受けられた。先行研究をみると目的の設定の仕方がわかりやすくみられる（山
科先生） 

 
＜角田＞ 
・社会・人文学の側面を持った研究にフィードバックをする難しさ、評価を与える難しさがある。 
・社会課題に対して提案まではできているが、実践ができていない（行政に持ち込んで、検証してもらうなど） 
・地元の商店に協力を得て、商品開発/POPのデザインなども面白い。 
 
＜皆川さん＞ 
・論文の作成までのフローができており、自分の体験したSSHよりもレベルが高いと感じた。 
・一人の結果に対して、複数の生徒が意見を出しあう普段の姿がよい。 
・文系研究について、ディスカッションになるのが難しい。 
・スライドの質に個人差があるように感じた。 
 
＜橘＞文系研究、かつ定性的な研究についてどのようにアプローチするのがよいか。 
→解釈の多様性を示す、新たな見方を示すということを目指す、それがオリジナリティになる。SSH 校の成果という観点での
コメントと、個人課題研究という観点でのコメントは変わるだろう（根津先生） 

 
＜磯山＞本校第Ⅲ期 SSHにおいて、「探究心」と「探究力」 を育てる中高一貫探究プログラムの開発を掲げているが、学習指
導要領で定められている探究のプロセス（課題決定、情報収集、分析、まとめ、表現）を繰り返すことで探究力を高めるとい
う定義を使用しているものの、探究心と探究力の定義が曖昧であるという自覚を持っている。また、質の良い問いとは何か、
探究のプロセスの質を上げるとはどういう意味か、といった点が曖昧である。学年や段階に応じた適切な問いの設定と扱い方
を検討し、現実社会の課題にも焦点を当てる必要がある。 

 
＜小林＞ 
・高校2年生で個人課題研究があるが、いきなり個人でテーマを定めて研究するのは難しい。 
・今年度の中１では、教員が自分の興味関心をマインドマップで示し、それに基づいて生徒をグルーピングし、探究活動を行っ
た。 

＜角田＞ 
・中学２年では、問いを解決する過程に重点を置いた。 
・幸せの定義をWHOのWell-beingと定義として、魅力的なつくば市の政策の中からWell-beingを見い出す取り組みを行っ
た。 

＜兒玉＞ 
・高１では、宿泊学習の機会を用いて、福島県浜通り地域における震災学習を例に、現実社会の課題に関する問いを扱った。 
 
＜山科先生＞ 
・社会課題を解決する問いと個人課題研究に取り組む際の問いは性質が異なると考える。 
・社会課題を解決する問いについて、「これだけのことを考えねばならない」と感じさせることが重要。 
＜根津先生＞ 
・最初は稚拙な問いであっても、それを磨いていくというプロセスが必要である。 
・プロセスを経た後にも、また最初に振り返られるような機会を設けたい。振り返りことで、自分の成長を実感することにもつ
ながる。 

・自分と同じようなことを考えていた人が過去にもいたということを知るのが大事である。この意味でも、先行研究のレビュー
は重要であるということ。 
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資料３ 高校２年個人課題研究 テーマ一覧 
 
日本十進分類法（NDC：Nippon Decimal Classification）に基づいて研究テーマを分類した 
 
分類番号（類） 分類番号（綱） 研究テーマ 
0 総記 01 図書館・図書館学 図書館と司書の在り方はどのように変化していくのか 
1 哲学 11 哲学各論 "Beyond the Gods: A Philosophy of Ultimate Fulfillment" 

1 哲学 13 西洋哲学 
死への不安を克服できるか 
～ニーチェ、キルケゴール、ハイデガーを通して見る自己と死の哲学的探求～ 

1 哲学 14 心理学 睡眠と夢の関係 ～睡眠時の影響が及ぼす夢への影響～ 
1 哲学 14 心理学 高齢者のうつ病支援策の比較 イタリアの事例を中心に 

1 哲学 14 心理学 
親の心理と子どもの学習継続の関連性に関する検討について 
～親が子にピアノを習わせる心理を追って～ 

1 哲学 14 心理学 
日本における最適なスクールカウンセラーの活用方法とは 
～心理学の先進国アメリカとの比較から考える～ 

1 哲学 14 心理学 
茨城県へ若者の観光客を呼び込む方法の提案 
～景観色彩を用いて～ 

1 哲学 14 心理学 人はなぜ合理的な判断ができないのか 
1 哲学 14 心理学 嘘を見抜いて人生を豊かにする方法 
1 哲学 14 心理学 化粧によって生じる心理的変化のメカニズム 

1 哲学 14 心理学 
出生順位とパーソナリティの現れ方には相関があるのか  
－パーソナリティの決定条件とは何か－ 

1 哲学 15 倫理学・道徳 動物と人間の命の価値は同等か 

1 哲学 16 宗教 
イスラム教を例に考える宗教的食文化ともとよりある食文化はどのように共存す
ることができるのか ‐新たな食文化の展望‐ 

2 歴史 21 日本史 東洲斎写楽とは何者か 
2 歴史 21 日本史 日本の中学校歴史教科書における関東大震災での朝鮮の人々に関する記述の比較 
2 歴史 21 日本史 複数の作品に見る、新選組芹沢鴨について 
2 歴史 22 アジア史 『反日種族主義 日韓危機の根源』を検証する ～徴用工問題を中心に～ 
2 歴史 22 アジア史 日本のモンゴル帝国研究と高等学校世界史教科書記述の関係 

3 社会科学 31 外交・国際問題 
自国のために他国を攻撃することは許されるのか 
～サイバーインテリジェンスと国際安全保障～ 

3 社会科学 32 法律 
ワシントン州の矯正教育プログラムから学ぶ日本の教育現場への応用可能性 
～矯正教育の成功事例を日本の教育制度にどう生かすか～ 

3 社会科学 32 法律 
人工知能は裁判の判決を下せるか  
～人工知能が司法業務を担うための社会秩序に関する考察～ 

3 社会科学 32 法律 ヘイトスピーチを規制すべきか否か ～表現の自由理論の国際比較～ 

3 社会科学 32 法律 
国際法をいかにして機能させることができるのか 
～EU法との比較から考察する国際法の課題と理想～ 

3 社会科学 33 経済 日本企業の存続力を高める ～創業1000年以上の企業からヒントを得る～ 

3 社会科学 33 経済 
SHEINがユニコーン企業になったのはなぜか 
～私のアパレルショップ経営の参考として～ 

3 社会科学 33 経済 各国におけるスポーツ消費支出とGDPの関連について 

3 社会科学 33 経済 
外資系企業の日本市場進出におけるマーケティング戦略の提案 
～ゴンチャを一例として～ 

3 社会科学 36 社会 地域活性化を促す公共スペースデザイン ～常総市市民の広場から考える～ 
3 社会科学 36 社会 国民の意識と社会の治安の相関性 ～アメリカの銃社会から学ぶ～ 
3 社会科学 36 社会 フィリピンの歯科治療ボランティア活動の未来 ～予防歯科の重要性～ 

3 社会科学 36 社会 
社会問題を訴えるツールとしてのHIPHOPの有益性 
～黒人差別問題、BLMに観点を置いて～ 
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分類番号（類） 分類番号（綱） 研究テーマ 
3 社会科学 36 社会 つくば市のブランディングの取り組みと課題 
3 社会科学 36 社会 経済的視点から考える食品ロス削減法 

3 社会科学 36 社会 
日本で臓器提供を増やすにはどうすればよいか。 
～臓器提供の提案場面に着目して～ 

3 社会科学 36 社会 廃棄物のない環境づくり 

3 社会科学 36 社会 
日系ブラジル人コミュニティの歴史的形成過程を踏まえた外国人との社会共生の
あり方を考える 

3 社会科学 36 社会 対話の文化はまちにどのような影響をあたえるのか ～茨城県小美玉市を例に～ 
3 社会科学 36 社会 遺伝病の好発品種である猫の生体販売は厳格化すべきか 

3 社会科学 36 社会 
犬の殺処分を減らす方法を高校生の視点から考える 
～保護施設にはどんな課題があるのか～ 

3 社会科学 36 社会 カルト宗教にハマらないための対策 
3 社会科学 36 社会 アメリカ史における連続殺人犯の心理分析 

3 社会科学 36 社会 
歩車分離式信号における認識率を上げるには  
～視覚的かつ瞬時にわかる標記の検討～ 

3 社会科学 36 社会 身体的・心理的虐待に悩む子供を助ける方法 

3 社会科学 36 社会 
子供が平等な教育を受けられる環境とは ～教育現場における色覚ユニバーサル
デザインの現状から教員用色覚特性マニュアルを作る～ 

3 社会科学 36 社会 茗溪学園の防災カードを作成する 
3 社会科学 36 社会 日本の児童虐待の課題と解決策 
3 社会科学 36 社会 企業と保護猫活動の関係性は何か。- イオングループから学ぶ経営戦略 
3 社会科学 36 社会 地震時の指定外避難所での情報伝達について 
3 社会科学 36 社会 警察は個人の恋愛トラブルにどのように介入できるのか 
3 社会科学 36 社会 食品ロスの具体的な解決策とは ～食品ロスに関する法律の日仏比較～ 
3 社会科学 36 社会 保育所における保護者支援の重要性 
3 社会科学 36 社会 つくば市の地域子育て支援拠点事業を利用しやすくするには 

3 社会科学 37 教育 
桐創祭のマーケティング 
～茗溪学園の文化祭の現状分析、そのためのビジネス戦略作り～ 

3 社会科学 37 教育 
ヒューマンドラマ作品における小学校の教育的効果 
～「サーカスのライオン」を用いて教材分析から学習指導計画の作成～ 

3 社会科学 37 教育 アーティキュレーションに注目した楽曲の指導法の提案 

3 社会科学 37 教育 
睡眠が高校生の学力に与える影響 
～ノンレム睡眠期間中に学習環境を再現する実効性～ 

3 社会科学 37 教育 自然保育を行う保育施設のあり方や意義とは何か 

3 社会科学 37 教育 
学習効率と勉強場所の関連性はあるのか 
～暗記をするのにふさわしい場所とは～ 

3 社会科学 37 教育 小学校に通う自閉症児にとって環境面で必要なサポートとはなにか 
3 社会科学 37 教育 逆カルチャーショックから考える ～「部活動」が日本人に与える影響とは～ 
3 社会科学 38 民俗学・民族学 テーブルマナーと文化 
3 社会科学 38 民俗学・民族学 なぜ心霊スポットは生まれるのか 
3 社会科学 38 民俗学・民族学 「メンズスカート」の制作を通して考える性別と衣服 
4 自然科学 41 数学 賭博の還元率 ブラックジャックにおいて 
4 自然科学 41 数学 ポケモン対戦に関わる数値の考察 ポケモン対戦を普及させたい 
4 自然科学 41 数学 数学の問題における本来問われるべき問題とは 
4 自然科学 41 数学 2次関数を“理解する”とはどういうことか 

4 自然科学 42 物理学 
茶柱の発生要因は何か 
～浮力や力学などの物理学的観点から茶柱が発生するメカニズムを調べる～ 

4 自然科学 42 物理学 旧耐震基準の建物の耐震化について 
4 自然科学 42 物理学 紫外線の照射は植物の成長にどのような影響を与えるのか 
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4 自然科学 42 物理学 身近な繊維の組み合わせによる紫外線カット 
4 自然科学 42 物理学 環境に配慮したロケットの打ち上げ方法 
4 自然科学 42 物理学 倒れない倒れにくい二輪車を作る。 

4 自然科学 42 物理学 
LED 照明で食品の腐敗を抑制することは可能か 
～可視光線の照射による食品ロス削減への挑戦～ 

4 自然科学 42 物理学 
雷とガンマ線の関係 
～ガンマ線の観測で雷を予測することができるのか～ 

4 自然科学 42 物理学 電気自動車の充電を非接触で走りながらすることは可能であるのか？ 
4 自然科学 42 物理学 ブルーベリーの青：光の波長と自然が生み出す色彩の物理学 
4 自然科学 42 物理学 ほどけにくい靴ひも   ～種類と結び方～ 
4 自然科学 42 物理学 霧箱を用いたミュオンの観測 
4 自然科学 42 物理学 ジェットエンジンを車両の動力とする事の実用性 
4 自然科学 42 物理学 金属とセラミックスの打音の聞き分けの限界 
4 自然科学 42 物理学 一番乗りやすいけん玉のやり方 
4 自然科学 43 化学 コンポストによるプラスチック分解について 
4 自然科学 43 化学 アジサイのアレロパシー研究 
4 自然科学 43 化学 光屈性制御物質が植物の成長に与える影響 
4 自然科学 43 化学 効率よく髪が油を吸収する条件 
4 自然科学 43 化学 カプサイシンによる辛みを迅速に抑えるカプセルの開発 
4 自然科学 43 化学 乾燥による肌荒れを防ぐ保湿成分の比較 
4 自然科学 43 化学 タモギタケのアレロパシー研究 ～キノコで環境保護への貢献をめざす～ 
4 自然科学 43 化学 グリシンが細菌のストレス耐性に及ぼす影響への実験的考察 
4 自然科学 45 地学 ラディオドンタ類内における食性の違い 

4 自然科学 46 生物学 
有機農業を広めるためには 
～えひめAI2を使ってはつか大根を育てたのを例に～  

4 自然科学 46 生物学 
線虫が持つ香りの化学走性と寿命変化について  
～寿命変化を調べ人間の健康への影響を考察～ 

4 自然科学 46 生物学 ニホンカナヘビの保護に際しての最適な環境つくり 
4 自然科学 46 生物学 地力窒素のみで稲は成長できるのか 

4 自然科学 46 生物学 
アミノ酸は運動能力向上にどれほど効果を及ぼすのか  
～実際に使用することに意義はあるのか～ 

4 自然科学 46 生物学 アトピー性皮膚炎と皮膚常在菌の関係 
4 自然科学 46 生物学 ストレスのかかる繁殖は後の世代にどのような影響を及ぼすか 
4 自然科学 46 生物学 熱を加えたムラサキイモが甘くなりにくい原因 
4 自然科学 46 生物学 レモングラスの効能と食品保存への応用 
4 自然科学 46 生物学 プラナリアの染色後における切断と再生 
4 自然科学 46 生物学 世界に納豆を広めるためには 
4 自然科学 46 生物学 コオロギによってフードロスかつタンパク質不足問題を解決できるのか 
4 自然科学 46 生物学 適合溶質の添加によって大腸菌の塩濃度ストレス耐性は高まるのか 
4 自然科学 46 生物学 音が醸造に与える影響について 
4 自然科学 46 生物学 生物学的手法を用いたりんごの最適な保存方法の探索 

4 自然科学 46 生物学 
さつまいも味噌の健康機能   
～線虫と熱ストレスで探る、さつまいも味噌の可能性～ 

4 自然科学 46 生物学 カイコがこれからの社会に与える影響 
4 自然科学 46 生物学 農作物の不可食部に含まれる防虫効果のある物質について 
4 自然科学 46 生物学 ウマの腸内細菌はアミノ酸を産生するか 

4 自然科学 47 植物学 
食虫植物の生育に与える影響の要因  
～食虫植物の生育に与える影響の要因から最適な育て方を考察する～ 

4 自然科学 47 植物学 酸っぱいトマトはどのようにして作られるか 
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4 自然科学 47 植物学 つる植物の接触屈性は環境によって変化するのか 

4 自然科学 47 植物学 
サツマイモの皮に含まれる色素アントシアニンによる日焼け止めの生成 
～肌に優しい日焼け止めの生成を目指す～ 

4 自然科学 47 植物学 食虫植物の消化量について探る ～ハエトリソウの消化～ 
4 自然科学 47 植物学 花のにおいの強さと抗菌作用の関係 
4 自然科学 47 植物学 カルシウムの添加により植物の耐塩性を向上させることは可能か 
4 自然科学 47 植物学 匂いが植物の成長に与える影響 
4 自然科学 47 植物学 タイハーブが持つアニサキス死滅効果 
4 自然科学 47 植物学 パイナップルがタンパク質分解酵素を持つメリットを探る 
4 自然科学 47 植物学 サツマイモの皮の廃棄を使った紙の作成 
4 自然科学 47 植物学 植物の修復能力は何と関係しているのか 
4 自然科学 47 植物学 栽培方法によってもやしのたんぱく質量は変化するのか 
4 自然科学 47 植物学 イネ科植物と根寄生植物の寄生関係～根寄生植物による農業被害改善への提案～ 

4 自然科学 47 植物学 
コマツナのファイトアレキシン生産におけるストレスの影響 
－新たな生物農薬としての利用を目指して－ 

4 自然科学 48 動物学 
チョウ相を通して自然環境を知り、チョウの個体数維持のためにできることを考え
る 

4 自然科学 48 動物学 
イヌの色認識と行動実験 
～イヌは認識しづらい色でも行動実験によって認識するようになるのか～ 

4 自然科学 49 医学・薬学 診療ガイドラインアプリケーションの作成 
4 自然科学 49 医学・薬学 食事中にげっぷを出さないことは可能か？ 
4 自然科学 49 医学・薬学 時計遺伝子ががんに与える影響 

4 自然科学 49 医学・薬学 
ドクターヘリ運用と過疎地医療体制の課題 
～フライトドクターの視点からの改善策の探求～ 

4 自然科学 49 医学・薬学 限局性恐怖症のより良い治療法 

4 自然科学 49 医学・薬学 
小児救急医療に対する保護者の安心と適正利用を推進する方法とは？ 
～救急車要請につながる保護者の不安に焦点を当てて～ 

4 自然科学 49 医学・薬学 正しい歩行姿勢と綺麗な歩行姿勢の関連性 
4 自然科学 49 医学・薬学 昼寝と集中力の関係 

4 自然科学 49 医学・薬学 
第一言語が異なる二者の間で疼痛を正確に伝えることはできるのか 
～医療現場での実用化を目指して～ 

4 自然科学 49 医学・薬学 
ヒノキ花粉症の根本的な治療法を考える 
～ヒノキ花粉は舌下免疫療法に応用可能なのか～ 

4 自然科学 49 医学・薬学 なぜアレルギー薬は眠気を引き起こすのか 
4 自然科学 49 医学・薬学 香りが情報処理に与える影響 
4 自然科学 49 医学・薬学 健康スポーツナースとは？ ～健康スポーツナースの役割と必要性～ 

4 自然科学 49 医学・薬学 
各国における看護師の違いから見る看護の本質  
～国際看護師についてくわしく知り将来に役立てる～ 

4 自然科学 49 医学・薬学 無痛分娩を日本に広めるには 
4 自然科学 49 医学・薬学 共感することはなぜ大切なのか ～看護の視点から考える～ 

4 自然科学 49 医学・薬学 
ニューロフィードバックによって注意機能の向上を図る ～事象関連電位による
ニューロフィードバックによって前頭前野を活性化させることは可能か～ 

4 自然科学 49 医学・薬学 ストレス下における記憶力の変化と対策 
4 自然科学 49 医学・薬学 災害対応における惨事ストレスとの向き合い方 
4 自然科学 49 医学・薬学 調合したアロマオイルの認知症早期発見と改善 
4 自然科学 49 医学・薬学 足の形とその要因との関連性から考える怪我の予防 
4 自然科学 49 医学・薬学 総合診療科におけるChat GPTを活用した事前問診の可能性 
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4 自然科学 49 医学・薬学 
犬の歯周病の進行メカニズムと予防策 
～プロバイオティクスを含む食品は効果があるのか～ 

4 自然科学 49 医学・薬学 
軽度認知症に対するリハビリテーション   
～VRを活用した感情刺激による新たな認知症予防医療の可能性～ 

4 自然科学 49 医学・薬学 椎骨動脈解離の予防法と予後のサポートを殿様枕症候群の観点から考える 
4 自然科学 49 医学・薬学 寮の風呂の水質調査 
4 自然科学 49 医学・薬学 効率のいいストレスの解消方法 ～ストレス解消の根幹を探る～ 
4 自然科学 49 医学・薬学 ピラティスによる体の変化 

4 自然科学 49 医学・薬学 
くるくる耳マッサージは片頭痛予防に有効か？ 
～介入前後における統計学的検討と気圧の影響～ 

4 自然科学 49 医学・薬学 エビアレルギーにおける生と加熱処理後のアレルギー反応の違い 
4 自然科学 49 医学・薬学 睡眠はどうしたら深くなるのか 
5 技術・工学 51 建築工学 持続可能な共生を目指して 
5 技術・工学 52 建築学 伝統工法「木組み」を利用したスツールのデザイン案 

5 技術・工学 53 機械工学 
ラグビーでの状況判断における視界と時間経過の関係性 
～ICT デバイスを用いた仮想環境でのラグビートレーニング～ 

5 技術・工学 54 電気工学・電子工学 日本における半導体産業の発展と今後の課題 
5 技術・工学 54 電気工学・電子工学 RFIDを用いた冷蔵庫への応用 
5 技術・工学 54 電気工学・電子工学 電子工学初心者が学べる水やり機開発マニュアルを作る 
5 技術・工学 54 電気工学・電子工学 生成AIを用いた仮想通貨価格の分析 
5 技術・工学 54 電気工学・電子工学 生成AIにおける言語学習 
5 技術・工学 54 電気工学・電子工学 画像生成AIとイラストレーターはどのように共存できるか 
5 技術・工学 54 電気工学・電子工学 LINEでの投票システムの作成 
5 技術・工学 54 電気工学・電子工学 メディアにおける人間の声と機械音声の判別に重要な要素 
5 技術・工学 54 電気工学・電子工学 個人課題研究テーマ検索システムの実装 ～次世代へ研究をつなげる架け橋～ 

5 技術・工学 54 電気工学・電子工学 
過去の広葉樹の老化と気候変動に着目した紅葉・落葉の開始時期の予想 
～過去の広葉樹の老化と気象に関するデータを用い、2053年までの落葉・紅葉の
開始時期を数値的に予想する～ 

5 技術・工学 54 電気工学・電子工学 モンスターハンターの世界の生態系にリアリティはあるか 

5 技術・工学 54 電気工学・電子工学 
過去のFPS・TPSゲームから未来のガンシューティングゲームを予想  
～売れるゲームの考え方～ 

5 技術・工学 59 家政学・生活科学 米粉を用いたシュー皮の最適について 
6 産業 66 水産業 スーパーマーケットにおける理想の魚コーナーを考える 
6 産業 67 商業 ファストフード店から学ぶマーケティング戦略 
6 産業 67 商業 Social network serviceと精神的健康の関係からみるSNSの安全な利用方法 
6 産業 67 商業 なぜサッカーの高いスパイクはヒットし続けるのか？ 
6 産業 67 商業 BE:FIRSTを世界的アーティストにするには 
6 産業 67 商業 マーケティングで有効な心理効果 

6 産業 67 商業 
City Popが現代の人々から再評価を受けている理由 
～city popから考察する流行する音楽の特徴～ 

6 産業 67 商業 横浜DeNAベイスターズの顧客拡大 
6 産業 67 商業 日本と韓国で流行している韓国コスメの違いについて 
6 産業 67 商業 なぜ日本語ラップはUSラップのように売れないのか 
6 産業 68 運輸・交通 茨城県へのテーマパーク建設の可能性 ～茨城県の魅力度向上を図る～ 
6 産業 68 運輸・交通 なぜ JR東日本鉄道と西日本鉄道の列車の座席の配置が違うのか 

6 産業 68 運輸・交通 
Factors that affect railway operational efficiency from the viewpoint of Hong 
Kong West Kowloon railway station 

6 産業 68 運輸・交通 福島県耶麻郡猪苗代町沼尻スキー場の経営戦略 
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6 産業 68 運輸・交通 
茗渓学園の文化芸術施設としての再利用可能性とそのデザインについて 
～移転したあと残った建物のリノベーション～ 

7 芸術・美術 71 彫刻 祖母と叔父が今後数十年間快適に暮らせる家 
7 芸術・美術 72 絵画 古典技法を使って油絵を描く 
7 芸術・美術 72 絵画 モネの「睡蓮」をテーマとした服の制作 ～印象派の絵画を服で表現する～ 
7 芸術・美術 75 工芸 花束をテーマにしたドレス制作 ～花の美学とファッションの融合～ 
7 芸術・美術 76 音楽 メタル音楽が衰退したといわれる理由 
7 芸術・美術 76 音楽 ヴァイオリンの音色は何で決まっているのか 
7 芸術・美術 77 映画 映画「バック・トゥ・ザ・フューチャー」の魅力 

7 芸術・美術 77 映画 
『ヱヴァンゲリオン』の各バージョンにおける「使徒」の象徴と物語の展開に与え
た影響  ～「使徒」と主人公の精神の繋がり～ 

7 芸術・美術 77 映画 
DRAGONBALLにおける人造人間・セル編のテーマは何か(なぜ孫悟空から孫悟飯
が活躍する展開へと変わったのか) 

7 芸術・美術 78 スポーツ・体育 本番で成功せるための技術とメンタルの関係性 ～個人競技の世界～ 
7 芸術・美術 78 スポーツ・体育 部活動地域移行をめぐる諸問題と理想的な移行についての研究 
7 芸術・美術 78 スポーツ・体育 短時間で最も効率的な筋肉のリカバリー方法 

7 芸術・美術 78 スポーツ・体育 
高校女子バレーボールにおけるセッターの評価基準についての研究  
～セッターのパフォーマンス評価基準の提示に基づいて～ 

7 芸術・美術 78 スポーツ・体育 
運動パフォーマンス向上につながる生活習慣 
～睡眠と食事からパフォーマンスの向上へ～ 

7 芸術・美術 78 スポーツ・体育 
ラグビーにおけるトライにつながるフェイズプレー  
～「選手の感覚と実際のデータの差」から考える～ 

7 芸術・美術 78 スポーツ・体育 
ラグビー（スポーツ）において脱臼しないためには  
～筋トレによって脱臼は防げるのか～ 

7 芸術・美術 78 スポーツ・体育 バドミントンのゲーム序盤の反応を早くするためには 

7 芸術・美術 78 スポーツ・体育 
バドミントンにおけるシングルスの試合分析 
～自分と相手選手のポイントの取り方の違い～ 

7 芸術・美術 78 スポーツ・体育 
なぜ北海道日本ハムファイターズは弱かったのか？  
～得失点差と試合内容から読み解く特徴と補強策～ 

7 芸術・美術 78 スポーツ・体育 ラグビーにおける有効なキック使用戦術とは何か？ 
7 芸術・美術 78 スポーツ・体育 MLBで活躍した投手はどのようにして結果を出すことができたのか 
7 芸術・美術 78 スポーツ・体育 日本サッカーを盛り上げるには？ 
7 芸術・美術 78 スポーツ・体育 初心者でも分かるラグビーのルールブックを作る 
7 芸術・美術 78 スポーツ・体育 ラグビーにおけるコーディネーショントレーニングの有効性 

7 芸術・美術 78 スポーツ・体育 
勝利に導くコーチング ～正確で迅速にチームビルドを行うためには何が要され
るのか 茗渓学園闘球部2025を見据えて～ 

7 芸術・美術 78 スポーツ・体育 バスケ日本代表が強くなった理由とは 
7 芸術・美術 78 スポーツ・体育 ラグビー選手へのヨガの影響 ～ストレッチとの違いは何か～ 
7 芸術・美術 78 スポーツ・体育 疲労時に膝に手を着くことの意味 
7 芸術・美術 78 スポーツ・体育 心拍数と活性化の関係性 
7 芸術・美術 78 スポーツ・体育 ヨーロッパと日本のサッカーの違い ～現代サッカーのトレンドは何か～ 

7 芸術・美術 78 スポーツ・体育 
コーナーキックでの守備の形について 
～関東大学サッカー一部リーグのコーナーキックを用いた解析～ 

7 芸術・美術 78 スポーツ・体育 サッカーでの得点状況とパスの成功率の関係 
7 芸術・美術 78 スポーツ・体育 心拍数によってサッカーにおける競技力は向上するのか 
7 芸術・美術 78 スポーツ・体育 ウォーミングアップとシュート率の関係 

7 芸術・美術 78 スポーツ・体育 
バスケにおいて空間認識能力を鍛え、ポジショニング能力を向上させることができ
るメニュー 
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7 芸術・美術 78 スポーツ・体育 
フットボールパーク構想： ラグビー人気向上と地域活性化の新たな戦略  
～持続可能なスポーツエンターテインメント施設の創造～  

7 芸術・美術 78 スポーツ・体育 スポーツにおいて最高のコンディションを引き出す方法 
8 言語 80 言語学 ボディランゲージは手話の代わりになるか 
8 言語 80 言語学 発表場面における発表者の視線や間の効果的な使い方とその実態 
8 言語 80 言語学 言語間で生じる考え方の差異と多様性社会 
8 言語 80 言語学 SNSの投稿において若者言葉の過剰な表現にはどのような特徴があるか 
8 言語 81 日本語 戦後の日本語における口語の変遷とその背景 
9 文学 91 日本文学 「かがみの孤城」の人の心を動かす工夫はなにか 

9 文学 91 日本文学 
ロマンティックラブイデオロギーにおける諸問題 
～三ヶ嶋犬太郎の作品から恋愛論を考える～ 

9 文学 91 日本文学 小説における蛾 
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